
イベントいろいろ！

■障害理解に関するパネル展
▶日時：12月1日㈮～8日㈮午前8時
45分～午後8時（1日は午後1時から。
8日は午後4時まで）▶場所：区役所
本庁舎2階通路

■手作り品販売市場「ねりいち」
　お菓子や雑貨などを販売します。

■大泉かたくりギャラリー
　ちぎり絵や絵画、手作り品を展示するほか、
利用者がデザインしたイラストに塗り絵ができ
ます。▶日時：12月9日㈯午前10時～午後3時
▶場所・問合せ：かたくり福祉作業所☎5387-
4610 FAX 5387-4612

■障害者ふれあい作品展
　絵画やオブジェなど
を展示します。▶日時：
12月12日 ㈫ ～15日 ㈮
午前8時30分～午後8時

（15日は午後3時まで）
▶場所：区役所アトリウム

場所 日時

大泉図書館 12/7㈭・14㈭
11：00～13：30

ココネリ2階 12/11㈪～15㈮
11：00～14：00

光が丘IMA 12/20㈬11：00～14：00

　電車やお店、まちなかな
ど、暮らしの中での障害の
ある方とのコミュニケーショ
ン方法を紹介しています。
▶配布場所：区民事務所（練
馬を除く）、地区区民館、図
書館、保健相談所、総合福
祉事務所、障害者地域生活
支援センター、区民情報ひ
ろば（区役所西庁舎10階）、
障害者施策推進課（同1階）な
ど▶問合せ：障害者施策推進
課事業計画担当係☎5984-
4602 FAX 5984-1215

ご存じですか？
「障害者とのコミュニケーション
ガイドブック」

12/3～9は障害者週間

区ホームページでも
ご覧になれます

問合せ 障害者施策推進課管理係☎5984-4598 FAX 5984-1215

一緒に遊ぶ。手をつなぐ。
共に過ごす時間が
「自然な思いやり」の心を育む

障害者施設×学童クラブ

　障害者施設「谷原フレンド」（以下フレンド）と「谷原あおぞら学童ク
ラブ」（以下学童）は、建物の1階と2階にあり、定期的に交流する23区
内で唯一の施設です。
障害のある方と子ども
たちの交流によっても
たらされるものを、施
設長の笠原拓也さん
に伺いました。

施設長の笠原さん（＝中央）と両施設の主任支援員

――どのような施設ですか
　フレンドには約20名が通所し、機能訓練や
創作活動、入浴のほか、近所の清掃活動など
の社会活動を行っています。学童には小学1
～3年生を中心に約40名が在籍し、放課後な
どをここで過ごしています。

――併設して運営する狙いを教えてください
　今でこそ障害のある子どもとない子どもが
一緒に学ぶインクルーシブ教育の大切さが言
われるようになりましたが、ここが開設され
たのは平成17年で、まだ一般的ではありませ
んでした。当時から、障害のある方と子ども
たちが日常の中で自然に触れ合い、お互いを
理解していくことを目的としていました。

――どのような交流を行っていますか
　誕生会を開き、子どもたちが障害のある方
にプレゼントを作って渡しています。コロナ
前は一緒に昼食を食べていましたが、コロナ
禍で中止に。最
近は、一緒にオ
セロやボッチャ
などを楽しみ、
お互いを「知る」
機会を増やして
います。

――お互いを「知る」ために工夫していること
はありますか
　子どもたちへの障害理解の一環として、障
害をテーマにした絵本の読み聞かせをしてい
ます。「こういうことに困っているんだよ」と
か、「こういうふうに手を差し伸べると、でき
ることが増えるんだよ」とか。子どもたちなり
に考えながら聞いているようで、そんな様子
を見ると大人の言葉ではなかなか伝わらない
ことを、絵と分かりやすい言葉で理解しても
らうことは大事だなと思います。

――お互いに触れ合う中でどのような様子で
過ごしていますか
　障害のある方がゲームの景品を子どもに渡
してあげると、子どもがニコッとして「うれし
い、ありがとう」とお礼を伝えます。それを受
けた障害のある方も、ニコッと笑顔に。そう
いう様子がすごくいいな、と思います。
　また、学童の卒会生の小田星花さんは、大
学で児童福祉を学びな
がらアルバイトに来てく
れています。

――普段から一緒にいることの意味が大きい
のでしょうか
　そうですね。あいさつはもちろん、障害の
ある方と子どもたちが行事などで手をつない
だり、ゲームで一緒に楽しんだり、そういっ
た経験がそれぞれの心にずっと残っていくの
だと思います。学童にも障害のある子がいま
すが、周りの子どもたちは温かい声掛けがで
きていて、自然な思いやりの心が育っている
と感じます。

――私たちはどのようなことを心掛けていけ
ばよいのでしょうか
　大人は特に身構えて「自分にはできることが
ない」などと思ってしまうことがあるかもしれ
ませんが、障害のある方を見かけたら、ちょっ
と気にするだけでも違うのかなと思います。

「困ったことがあったら声を掛けてください」
と伝えてみるとか。さまざまな他者に興味を
持ち、知ろうとすることが大切だと思います。

誕生会でプレゼントを渡す子ども 卒会生の小田さん

学童に通っているとき
から、身近に障害のあ
る方がいたことが進路
を選ぶきっかけの一つ
になりました。
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